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関
係
者
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
私
、

10
月
1
日
付
で
医
師
会
病
院
循
環
器
科

に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
副
島
（
ソ
エ
ジ

マ
）
と
申
し
ま
す
。
今
回
が
２
回
目
の

赴
任
と
な
り
ま
す
。
私
は
昭
和
56
年
長

崎
大
学
卒
業
後
に
派
遣
医
と
し
て
、
昭

和
58
年
７
月
１
日
よ
り
60
年
12
月
31
日

ま
で
当
院
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

病
院
は
設
立
か
ら
未
だ
２
年
を
経
過

し
た
ば
か
り
の
時
で
建
物
も
ス
タ
ッ
フ

も
若
い
？
頃
で
し
た
。（
今
も
人
は
若

い
と
思
い
ま
す
！
）
無
茶
な
事
（
内
容

は
と
て
も
文
書
に
残
す
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
が
・
・
・
）
も
皆
で
よ
く
や
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
は
宇
佐
か

ら
お
江
戸
へ
上
り
、
蝦
夷
地
へ
渡
り
そ

し
て
、
信
州
に
行
き
、
更
に
フ
ラ
フ
ラ

と
移
動
、
そ
う
こ
う
し
て
四
半
世
紀
近

く
が
経
ち
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
信
州
諏
訪
で
定
住
計
画
を

立
て
、
正
に
動
き
始
め
よ
う
と
し
た
今

年
１
月
に
宇
佐
か
ら
お
話
が
舞
い
込
み

ま
し
た
。
数
日
後
に
は
中
島
院
長
と
23

年
振
り
に
お
会
い
し
、
そ
の
後
家
内
と

二
人
、
宇
佐
を
訪
問
し
ま
し
た
。
懐
か

し
い
人
達
と
話
を
し
た
頃
に
は
、
私
の

心
は
揺
れ
始
め
て
い
ま
し
た
。
で
も
こ

れ
は
私
１
人
だ
け
の
事
で
あ
り
ま
し

て
、
家
族
で
は
あ
っ
て
も
心
は
決
し
て

同
じ
で
は
無
く
、
悩
ん
だ
の
も
事
実
で

あ
り
ま
す
。
家
内
、
息
子
、
娘
の
理
解

を
得
て
宇
佐
へ
来
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
点
は
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

さ
て
抱
負
と
申
し
ま
す
か
、
重
き
を

置
い
て
考
え
て
い
る
点
に
付
、
述
べ
さ

せ
て
戴
き
ま
す
。

①
循
環
器
医
療
、
救
急
医
療

こ
れ
は
当
院
の
最
重
要
課
題
の
一
つ

で
す
。
今
ま
で
心
疾
患
の
治
療
に
対

し
医
師
２
名
体
制
で
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
で
は
限
界
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
３
名
以
上
の
人
員

を
確
保
し
、
余
裕
の
あ
る
体
制
で
臨

む
こ
と
で
、
様
々
な
リ
ス
ク
も
回
避

し
得
る
と
思
い
ま
す
し
患
者
さ
ん
、

医
療
者
双
方
に
と
っ
て
安
全
か
つ
、

安
心
の
循
環
器
医
療
、
救
急
医
療
が

行
い
得
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
従
来
の
冠
動
脈
疾
患

治
療
に
加
え
、
末
梢
血
管
や
透
析

シ
ャ
ン
ト
の
治
療
も
開
始
す
る
予
定

で
す
。

②
救
急
蘇
生
（ICLS

、ISLS

等
）、
外

傷
救
護
（JPTEC

等
）
の
コ
ー
ス
開
催
、

受
講当

院
が
循
環
器
医
療
、
救
急
医
療
、

災
害
医
療
を
担
う
と
す
れ
ば
、
医
療

者
を
始
め
消
防
等
と
の
共
通
言
語
と

も
言
え
る
標
準
化
さ
れ
た
手
順
、
手

技
を
学
ぶ
事
は
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
（
一
種
の
体
を

使
っ
た
勉
強
会
で
す
）
を
開
催
し
た

り
、
受
講
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
更

に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
れ
れ
ば
、
と

思
い
ま
す
。

③
一
般
住
民
へ
の
救
急
蘇
生
の
浸
透

当
地
は
広
い
地
域
に
人
々
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
逆
に
何
か
あ
っ

た
際
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
時

間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
事
を

意
味
し
ま
す
。
特
に
心
肺
停
止
に

陥
っ
た
方
は
一
刻
も
早
い
処
置
が
必

統括診療部長

副 島　和 典

要
で
す
。
つ
ま
り
近
く
に
い
る
人
の

処
置
が
非
常
に
大
切
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
に
難
し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
消
防
署
等
と
連
携
し
て
広
く
普

及
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

以
上
思
い
つ
く
ま
ま
で
す
が
ご
挨
拶

に
代
え
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

赴
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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　新型インフルエンザ発生が危惧されていることは、皆さんもマスコミ報道など

でよくご存知のことと思います。

　しかし、実際に患者さんが発生したときに、どうしたらよいのか、地域の医療

体制はどうなっているのかなど、不安な事も多いと思います。今回は当地域での

新型インフルエンザ対策に関する医療体制について、簡単にお知らせさせていた

だきます。

　基本的に、①海外で患者発生～県内で少数の患者発生が確認される期間（県内

で隔離入院が必要な患者数が40人から50人程度）と、②それ以降の県内でも大

流行になった場合では、少し、医療体制が異なっています。

　とくに発熱外来につきましては、名称は同じですが、大流行になる前までは宇佐高田医師会病院だ

けですが、大流行後では、さらに下記の７医療機関が加わって対応する体制になっています。また、

大流行後は原則として発熱外来以外の医療機関では、新型インフルエンザの感染が疑われる患者さん

の診察・治療は行われなくなりますので注意が必要です。

　今後、発熱外来設置医療機関への医師会
からの個人防護服の配布、さらに各医療機
関の実情に即した医療体制の検討を行い、
当医療圏において新型インフルエンザ発生
時における適切かつ効率的な対応が出来る
ように訓練を行っていく予定です。
　地域住民の皆さんにも訓練の様子を見て
いただく機会を持ちたいと計画中です。

新型インフルエンザの感染が疑われる発熱患
者、もしくは、当該患者を診察した医療機関の
医師

　　電話で相談

北部保健所（発熱相談センター）

　　新型インフルエンザが否定できない場合

発熱外来（初診対応医療機関、県内16ヶ所指定）
（宇佐・高田医療圏では、宇佐高田医師会病院
　が担当）

　　新型インフルエンザ疑似症と診断した場合

感染症指定医療機関（県内８ヶ所）に隔離入院
（宇佐・高田医療圏では、宇佐高田医師会病院
　が指定されています）

新型インフルエンザの感染が疑われる発熱患者

　　かかりつけ医に電話で相談し、最寄りの
　　発熱外来を受診

発熱外来を設置した医療機関、県内50～60ヶ所
（宇佐市では、宇佐高田医師会病院、宇佐胃腸
　病院、宇佐中央内科病院、佐藤第一病院、和
　田病院）
（豊後高田市では、高田中央病院、玄々堂高田
　病院、千嶋病院）

①の場合（海外発生期～県内発生期） ②の場合（県内大流行期）

↓

↓

↓

↓

院　長

中  島　仁  典
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７月 ８月 ９月
■医事統計総括表 平成20年度（７月～９月）

19年度
1,895
97.7
19.0
23.7
39.2
15.7
19.6
88.8
250
70.2
56

外 来 患 者 延 べ 人 数
１日平均入院患者数

循 環 器
消 化 器
外 科
呼 吸 器

平 均 在 院 日 数
病 床 利 用 率
紹 介 患 者 数
患 者 紹 介 率
救 急 車 搬 入 件 数

（人）
（人）

（日）
（％）
（人）
（％）
（件）

20年度
1,778
94.4
18.3
24.0
28.8
23.3
17.5
85.8
350
89.5
82

19年度
1,916
89.9
13.6
18.6
31.5
26.1
17.0
81.7
312
67.5
84

20年度
1,513
79.3
11.1
25.2
24.0
19.1
18.1
72.1
337
89.0
59

19年度
1,687
91.0
12.4
22.5
30.2
25.9
17.3
82.7
263
70.3
56

20年度
1,576
82.6
　8.4
22.3
27.8
24.1
16.5
75.1
334
85.4
33

科別内訳

　

８
月
30
日
（
土
曜
日
）
午
後
７

時
半
よ
り
、
当
院
の
３
階
駐
車
場

に
て
、
当
院
親
睦
会
主
催
の
供
養

盆
踊
り
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
宇
佐
市
医
師
会
の
徳

光
会
長
（
宇
佐
高
田
医
師
会
病
院

理
事
長
）
よ
り
こ
の
一
年
間
当
院

で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
物
故

者
、
ご
遺
族
に
対
し
追
悼
の
言
葉

が
捧
げ
ら
れ
、
参
加
者
全
員
で
黙

祷
を
行
っ
た
後
、
供
養
盆
踊
り
を

始
め
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
伏
田
地
区
の
区
長
様

を
始
め
近
隣
の
区
長
様
、
地
域
住

民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
た

く
さ
ん
の
方
に
参
加
頂
き
、
二
重

の
大
き
な
踊
り
の
輪
が
出
来
、
大

変
よ
い
供
養
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
親
睦
会
役
員
が

予
想
し
て
い
た
以
上
に
多
く
の
子

親睦会　会長

吉 田　茂 樹

供養盆踊り大会供養盆踊り大会

供
さ
ん
た
ち
の
参
加
が
あ
り
、
子

供
用
の
う
ち
わ
を
１
０
０
個
用
意

し
て
い
ま
し
た
が
足
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
子
供
さ
ん
た
ち
に
も
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
様
ラ
ム
ネ
を
準
備

し
、輪
投
げ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

ど
ち
ら
も
盛
況
の
う
ち
に
終
り
ま

し
た
。
そ
し
て
今
年
も
宇
佐
市
医

師
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
子
供
用

の
お
も
ち
ゃ
も
配
布
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
供
養
盆
踊
り
大
会
を
通

じ
て
、
当
院
は
地
域
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
て
い
る
病
院
だ
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
来

年
以
降
も
供
養
盆
踊
り
大
会
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は

皆
様
方
多
数
の
ご
参
加
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　当院では、胃ろう造設目的で入院された患者様や、すでに胃ろう
を造られて交換に来られた患者様に胃ろうケアハンドブックをお渡
ししています。
　今回は当院オリジナルの胃ろうケアハンドブックのご紹介をさせ
て頂きます。

※胃ろうとは？→【第２の口】お腹のお口です。
　病気のために口から十分な食事が出来ない時、胃カメラを用いた
簡単な手術でお腹（胃）にチューブを入れ、そのチューブを通して
栄養剤を入れます。
　このチューブの入った穴を「胃ろう」といいます。この手術のこ
とをペグ（ＰＥＧ）といいますが手術は簡単で10～15分程度で終わります。
　胃ろうチューブは定期的に交換する必要があります。（当院で交換する場合、４ヶ月に１回です）
口から十分な食事が摂れるようになれば、胃ろうチューブを抜くことができます。抜く時は数分で
終了し、抜いた穴は１日程度でふさがります。

　標準的な治療計画です。予定が変更になる場合もあります。
※注　ＧＦＯ・・・腸の機能を活性化するための栄養剤

　現在当院では、胃ろうからの栄養注入剤として半固形栄養剤を使用しています。

　半固形栄養剤のメリット　
　・胃・食道の逆流の防止や刺入部（瘻孔）からの逆流の防止につながり、誤嚥による肺炎を防止します。
　・下痢や便秘が解消され、スキントラブルを防止します。
　・注入の時間が短縮されるため、同じ姿勢での拘束時間が減り、褥瘡の予防につながります。
　・家族、介護者の労働力を軽減します。

栄養剤注入方法などわからない点があればお気軽にご相談下さい。　ＮＳＴ委員会

ＮＳＴ委員会よりお知らせ

●胃ろうを造られる患者様のスケジュール（胃ろうケアハンドブックより一部抜粋）

栄養

説明・指導

胃ろう造設前日まで

・栄養剤注入
・楽しみ程度の食事
・点滴での栄養投与

医師より説明
・胃ろうについて
・胃カメラについて
・安全のための身体
　抑制
・各種同意書記載

胃ろう造設当日

・絶食

・点滴での栄養投与

医師より説明
・胃ろう増設後
・手術結果
・創部治療予定

看護師より説明
・創部・チューブの
　保護について
・創部の痛みの対処
　について
・安全確保の身体抑
　制について

胃ろう造設翌日～　　　　　胃ろう造設後４日～　　
　胃ろう造設後３日まで　　　胃ろう造設後10日頃　
　　　　　　　　　　　　　　（退院まで）

・絶食　　　※注  　　　　　・胃ろうより栄養剤・
・胃ろうよりGFO・お茶　　　お茶・お薬注入
　注入　　　　　　　　　　・点滴終了
・点滴での栄養投与

看護師より説明
・創部の消毒・清潔について
・胃ろう使用方法・栄養剤注入時の注意点
・チューブ内清潔を保つためのお茶の注入について
・はみがき・口腔ケアの重要性について

ご希望時お申し出下さい
・薬剤師より服薬指導
・栄養士より栄養指導
・看護師より生活指導
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おおいた国体に
ボランティアとして
参加しました

　

第
63
回
国
民
体
育
大
会
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
（
10
月
５

日
（
日
）
宇
佐
市
開
催
の
相
撲
競
技
）

に
当
院
の
親
睦
会
よ
り
９
名
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
私
た
ち
は
、
駅
案
内
係
、
接

伴
係
、
環
境
美
化
係
、
交
通
整
理
係

に
分
か
れ
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
は
交

通
整
理
係
を
担
当
さ
せ
て
頂
い
た

の
で
す
が
、
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、

た
く
さ
ん
の
方
々
が
来
場
し
て
下

さ
っ
た
お
陰
で
駐
車
場
も
一
杯
に

な
り
、
大
忙
し
で
し
た
。
相
撲
人
気

と
、
民
泊
な
ど
で
協
力
さ
れ
た
地
域

の
皆
様
の
応
援
団
の
多
さ
に
驚
き

ま
し
た
。

　

一
日
だ
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し

た
が
、
来
場
頂
い
た
方
か
ら
「
最
悪

な
天
気
の
中
大
変
で
す
ね
。
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
あ
り
が
と
う
。」
な
ど

温
か
い
声
を
か
け
て
頂
い
た
り
、
地

域
の
方
を
は
じ
め
、
他
県
か
ら
の
方

や
、
大
会
関
係
者
の
方
と
交
流
が
持

て
た
こ
と
は
大
変
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
動
き
回
る

中
、
大
変
気
持
ち
い
い
汗
（
雨
？
）

を
か
く
事
が
で
き
、
活
動
を
終
え
た

後
は
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
帰

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
こ
の

よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

親
睦
会
会
員　

宗　

幸  

宏

医療安全に対するご協力のお願い
～リストバンド装着のお願い～
当院では、平成20年10月14日より、患者さまの確認をより確実にすることを目的に、入院に際し、
皆さまへ、リストバンド（識別バンド）の装着をしていただくことになりました。
リストバンドには、患者さまの名前・ＩＤ番号・性別・生年月日・年齢を記載いたします。
入院治療中、医師・看護師・薬剤師・放射線技師など多くの医療従事
者が関わります。採血や点滴・輸血・投薬・手術・処置などにおいて、
患者さまの確認をより確実にすることを目的に着用をお願いするもの
です。
趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますよう、よろしくお願い申
し上げます。
入院時に担当看護師が、記載内容を患者さまやご家族の方と確認の上、
手首（または足首）に装着いたします。

宇佐高田医師会病院　病院長
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学会・研修会等報告

○第４回病院教育委員会職員研修会
平成19年度院内委員会活動報告等
　７月16日（水）大研修室にて
①医療安全管理対策委員会　
　安全への道Ⅵ 事故ゼロを目指してインシデント
　集計 安全ラウンド 転倒転落についての調査・分析

放射線部 放射線技師長　西岡　　浩　
②院内感染対策委員会
　当院の抗菌薬使用状況

薬局 主任薬剤師　国東　秀次　
③褥瘡対策委員会　
　褥瘡発生患者と持ち込み患者の統計

４階病棟 看護師　安部香奈子　
④診療録管理委員会
　電子カルテ稼働に伴う業務改善
　　～アンケート調査からの考察～

中材・手術室 看護師　久保志津子　
⑤病院機能評価受診について

院長　中島　仁典　

○院内感染対策研修会
８月28日（木）大研修室にて
　講師：アルフレッサファーマ㈱　安土　正先生
　　　　「洗浄・減菌・払出し・保管の運用について」

○全国看護協会社会経済福祉担当者会議大分県看護協会として報告
9月3日（水）JNAホール（東京都）
　「中小規模病院における大分県看護協会の役割」

総看護師長　柳田　美雪　

○NST研修会
９月17日（水）大研修室にて
　講師：㈱シノテスト　　　　　橋本　寛喜先生
　　　「亜鉛を中心とした微量元素について」 

○病院機能評価受審に向けての勉強会
７月１８日（金）大研修室にて
　講師：㈱エム・アイ・ファシリティズ

植波　孝仁先生　

○NST研修会
８月２２日（金）大研修室にて
　講師：湯布院厚生年金病院リハビリテーション部技師長

森　　淳一先生　
　　　「摂食・嚥下･口腔ケアについて」

①入職日
②所属
③モットー（一言）
④趣味

■ 新入職員紹介

中
なか

小
こう

路
じ

陽
よう

子
こ

① H20・9・24
②栄養課　管理栄養士
③笑顔で感謝の気持ちを忘
　れないよう心がけます。
④アロママッサージ

松
まつ

永
なが

　　剛
つよし

① H20・7・7
②病棟看護師
③患者さまに笑顔で接し
　ていきたいです。
④釣り・庭いじり

村
むら

岡
おか

　聖
せい

子
こ

① H20・10・1
②病棟看護師
③がんばりますのでよろ
　しくお願いします。
④手芸・読書・釣り

池
いけ

田
だ

　玲
れ

美
み

① H20・7・3
②検診センター　ドック事務
③笑顔を忘れずに！ !
④バレー・フットサル

よろしく
お願い
いたします。

当院では禁煙をすすめています。
　喫煙者は口腔、咽頭、肺などのがんだけではなく、食道、肝臓、膵臓などのがん
にもなりやすくなります。その他、肺気腫、心筋梗塞、脳梗塞など重大な疾患にか
かりやすくなり、女性の場合、流産や早産の確率も高くなります。
　また、たばこの煙には喫煙者が直接吸っている主流煙とたばこの先端から立ち上
る副流煙とがあり、副流煙の方が有害です。たばこを吸わない人が、その副流煙を吸っ
てしまうことを「受動喫煙」といい、そのことにより吸わない人にまで健康被害を
及ぼすことになります。喫煙は自分自身の健康を損ねるだけでなく、周りの人たち
の健康まで犠牲にしてしまうのです。
　自分のためはもちろん、家族など周りの大切な人たちのためにも禁煙をお勧め致
します。
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　氏　名　　　　専　門　領　域
中島　仁典　　消化器　肝臓病　内科一般
小野　英樹　　消化器　肝臓病　内科一般
橋永　正彦　　消化器　内科一般

副島　和典　　循環器　内科一般
陣林　伯男　　循環器科一般

●外来受付時間
　午前　8：30～11：00（午後の特殊外来は、午後3：00まで受付）
　予約の患者様が優先になります。ただし、急患はこの限りではありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。

●診療時間
　午前　9：00～12：00
　午後　2：00～  5：00

●休診日
　土曜日午後、日曜日、祝祭日、
　年末年始（12/30～1/3 ）

土

中島　仁典

（再　来）

―

―

―

―

―

金

小野　英樹

橋永　正彦

陣林　伯男

柏木　孝仁

―

―

中山　俊之
第２・第４

木

中島　仁典

橋永　正彦

陣林　伯男

ペースメーカー

古賀　　裕

三重野　斉

―

―

水

橋永　正彦

小野　英樹

副島　和典

江口　大樹

―

―

―

火

中島　仁典

小野　英樹

陣林　伯男

柏木　孝仁
　

―

黒田　芳信

―

月

小野　英樹

橋永　正彦

副島　和典
　

髙松　祐治
　

三重野　斉

―

―

科　　別

消 化 器

内 視 鏡

循 環 器

外 　 科

呼 吸 器

呼 吸 器

血 　 液

時間帯

午 前

午 後

平成20年10月１日現在

駅
館
川 宇佐高田医師会病院

宇佐高田地域成人病検診センター

宇佐神宮 ●
轟木整形
外科病院

トライアル
●

宇佐高校
●

メルクス
●

宇佐市役所
●

←中津市

安心院
院内
↓

←中津方面

国道10号線

豊
後
高
田
市
→

大分市→

大分方面→

柳ヶ浦駅
長洲駅 J R日豊本線

宇佐駅

●
ご
案
内
図

　氏　名　　　　専　門　領　域
柏木　孝仁　　消化器外科　下肢静脈瘤　外科一般
髙松　祐治　　消化器外科　甲状腺外科　外科一般
古賀　　裕　　消化器外科　外科一般
江口　大樹　　消化器外科　外科一般

三重野　斉　　呼吸器科一般

なか しま ひろ のり

お の きひで

そえ じま かず のり

じんばやし のり お み え の つよし

かしわ ぎ たか ひと

たか まつ ゆう じ

こ が ゆたか

え ぐち だい き

はし なが まさ ひこ

消化
器科

循環
器科

外科

呼吸器科

地域医療への貢献

「肌のぬくもりある医療」の実践

１．救急医療充実のため、診療連携の強化に努めます。

１．高度医療の実施、チ－ム医療の推進に努めます。

１．患者様の立場にたった医療サ－ビスの提供に努めます。

１．職員が誇りを持って働ける病院を目指します。

基本方針

基本理念

国体の大分県開催は42年ぶり。大分県

選手団も見事、総合優勝!!　今年の大

分県はまさにスポーツの秋となりまし

た。この勢いで、毎年食欲の秋を満喫し

ている方も、今年はスポーツの秋を過ご

してみては!?メタボ予防のためにも!
　広報委員　

編集後記

外来担当医師一覧表

患者様の権利

患者様の責務

１．患者様は、個人としての尊厳が守られ、だれでも良質な医療を平等に受ける権利があります。

２．患者様は、医療に関して十分な説明と情報の提供を受ける権利があります。

３．患者様は、医療に関して十分な説明と情報の提供を受けた上で、自らの意思で治療の方法

　　を選択する権利があります。

４．患者様の個人情報は、保護される権利があります。

１．患者様は、ご自身の健康に関する情報を提供する責務があります。

２．患者様は、ご自身が受けられる医療に関して納得できるよう質問する責務があります。

３．患者様は、他の患者様の療養生活に支障を与えないよう配慮する責務があります。


